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属議設

に
佐

副
議
長
に
は

後久間;tlj噂氏

明
哨
釦
制
約
十
八
加
や
盤
情
附
問
問
問
定
例
市
議
会
同
品
、
}
月
五

日
か
ら
十
二
月
十
八
日
ま
で
会
滋
十
開
問
n
日
開
問
的
問
悶
判
慌
で

開
聞
か
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目
的
五
日
に
淡
後
必
よ
ぴ
割
削
議
長
が
絞
殺
に

よ

q
欠
員
と
な
り
ま
し
た
の
ず
泌
総
議
長
選
挙
を
行
を

い
ま
し
た
。

投
絞
め
叫
相
聞
京
弓
議
長
に
は
佐
久
間
滋
愉
時
鴻
檎
器
片
が
当
選

し
、
制
制
強
制
緩
じ
は
体
内
沼
一
正
四
郎
議
員
ー
が
お
イ
嚇
鳴
し
ま
し
た
。

本
会
談
で
は
、
二
十
一
日
一
件
の
議
案
(
う
ち
後
録
制
時
山
山

に
よ
る
も
の
四
件
〉
と
綴
'M
側
、
抽
同
地
鴇
十
A

峠
付
が
上
判
明
き

れ
い
、
議
案
十
五
件
は
燃
慾
ど
お
存
可
決
、
一
件
f

弔問決、

念
品
け
が
閉
会
中
に
特
別
後
関
丹
念
で
磯
崎
開
審
査
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
e

油
断
附
閥
、
燦
組
閣
は
十
件
が
篠
沢
き
れ
、

遂
に
μ
刊
さ
れ
ま
し
た
e

件付
M
r
地
織
続
審

重
慶
心
身
障
害
者
の

医
療
を
支
給
し
ま
す

暗
黒
成
心
身
総
勢
品
鳴
が
、
曜
情
気

や
負
似
の
た
め
に
際
擦
を
受
け

た
場
合
、
そ
丹
蕊
療
授
の
鼠
己

負
相
一
分
を
士
市
で
支
総
し
ま
す
。

wv
対
象
者

お
暗
然
捕
時
宜
胃
袋
福
祉
法
施
行
幾

制
問
的
…
級
ま
た
は
二
級
に
滋

議
す
る
方
。

幽
明
拙
押
捕
時
間
制
品
制
緩
ゑ
州
側
持
続
博
開
に

お
い
て
知
総
総
数
が
と
十
五

以
下
と
判
定
寄
れ
た
労
。

V
支
給
の
帥
輯
間
開

社
会
保
略
構
内
規
定
に
よ
り
、

対
象
畿
が
負
担
す
べ
き
綴
e

た
だ
し
、
約
初
給
付
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
淡
を
体
開
い
た

の
こ
り
丹
市
時
間
い
負
制
限
鎖
。

世v
且
前
総
の
手
油
部
皐

附
隅
描
慌
時
践
を
支
払
っ
た
後
翁
か

ら
綴
総
統
を
受
け
、
本
人
ま

た
は
際
情
問
者
が
市
長
宛
串
殺

し
ま
す
。

国

v
窓
問
一
月
下
匂
か
ら
総
後
世
帯
務
所

と
各
支
品
開
で
品
味
付
け
す
る
予

定
で
す
。

概
略
級
八
一
一
'BEEt

一
一
五
一

山
内
線
4

一
郎
六

患

民
5え

君主i塁jE線路沃

我
孫
子
市
物
錨
対
業
本
部
が

寵
さ
れ
ま
す

僚
出
品
、
公
共
日
持
金
を
は
と
め

日
常
然
活
物
資
が
は
な
は
だ
し

〈
後
ふ
ん
が
り
し
て
い
ま
す
。

中
開
閉
民
念
押
備
を
後
出
制
L
、
社
会

不
安
と
な
っ
て
い
晶
こ
の
物
線

開
問
題
は
‘
た
だ
関
内
線
終
だ
け

を
待
つ
の
で
は
な
く
‘
終
孫
子

市
と
し
て
、
可
絡
を
悶
棋
号
脱
慨
蹴
略

的
仰
な
対
策
を
議
と
て
い
〈
た
め
‘

ぷ
判
明
相
手
士
制
約
同
開
対
策
本
部
」

込泌総概略

L
、
十
市
民
生
活
の
安
定

を
附
闘
っ
て
い
〈
も
円
で
す
。

ま
た
、
こ
の
物
鰯
抑
制
制
に
間
関

し
て
、
我
孫
子
市
淡
舎
は
、
出
円

相
同
総
理
大
阪
と
脱
税
措
例
念
制
問
符
併
設

す
同
宛
に
意
見
警
を
同
時
織
し
ま
し

算》

教
育
施
設
を
重
点
的
に

一
絞
会
計
、
特
別
会
齢
制
、
ト
ム

・
水
遊
亭
薬
会
計
の
し
各
予
槍
持
金
総

官
ん
し
ま
し
た
が
、
一
日
総
会
計
は
、

段
入
双
山
閉
そ
れ
ぞ
れ
問
問
憶
八
千

六
世
同
八
ト
双
方
的
を
追
加

t
、

総
額
一
一
一
十
八
捕
時
七
千
六
日
開
九
十

万
m
門
的
予
算
輔
酬
に
な
り
ま
し
た
。

…
机
組
合
計
的
算
出
f
漢
に
w
期

制
謝
さ
れ
た
事
業
は
次
的
と
お
号

明
、
す
が
、
今
回
町
擁
立
で
抽
出
的

余
針
と
も
紛
争
放
互
に
よ
る
追

加
分
が
齢
制
よ
さ
れ
ま
し
た
。

甲
教
蝉
問
機
札
慨

重
療
心
身
総
務
畿
の
際
機
質
的

自
己
負
強
分
を
支
品
開
宇
品
た
め

妓
激
変
怨
十
七
万

m・側聞紬押湘時

絞
殺
の
親
子
学
級
を
減
数
す
る

た
め
に
指
導
員
手
当
‘
描
補
ロ
柑
臨
購

入
な
ど
二
十
七
万
円
と
施
設
入

品
川
務
的
検
効
繭
賢
一
割
一
万
mn
な
ど

を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

γヱ
木
我
孫
子
一
号
線
〈
栄
町
i
陣閣

総
〉
め
銭
装
工
事
費
に
一
一
千
万

湾
、
車
向
山
都
市
計
箇
滋
同
陣
内
線

腕
脇
工
事
費
五
百
万
円
、
お
ル
出
端
開

前
判
的
水
路
新
設
工
泰
幾
笈
一
指
方

向
、
そ
の
他
に
遂
同
時
数
援
の
た

め
的
滋
抽
出
資
級
資
三
百
万
内
な

ど
を
鈴
色
し
ま
し
た
。

明

v
助棋轍開
学
後
援
刊
紙
附
附
Mm
で
鱗
三
小
学

校
時
間
車
菅
又
楽
的
災
総
数
乱
射
終
六

百
万
m
円
、
地
質
溺
議
料
消
…
十
万

間
内
を
計
上
し
、
調
尚
北
中
学
校
総

数
関
係
マ
件
、
建
設
予
港
総
的

議
成
紛
糾
剖
終
に
間
関
宮
口
万
丹
、
ニ

円
潟
地
欄
悶
悶
帆
糊
買
と
し
て
二
億
九

干
潟
九
十
万
m
門
主
総
籍
金
一
二
百

九
十
万
回
門
を
そ
れ
ぞ
れ
予
算
計

上
し
ま
し
た
6

学
賞
沼
第
二
千
路
地
に

大

字

を

設

定

ヂ
材
料
総
務
。
一
子
拓
事
業
に
よ

る
怨
立
総
災
復
六
十
密
万
六
千

百
十
九
等
方
メ
ー
ト
ル
的
土
地

に
つ
い
て
‘
制
糊
都
新
聞
問
機
低
か

ら
お
注
下
方
蘭
に
拘
っ
て
上
初
問

問
問
、
山
中
沼
田
、
下
問
的
問
団
と
え

内
火
{
や
を
設
定
し
ま
し
た
。

翻
の
欄
助
金

引

よ

げ

令

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
内
行

波
翁
製
法
思
々
高
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
こ
の
ご
後
殺
に
対
し
、
士
市
は

公
灸
泌
総
#
ど
を
綬
棉
期
し
て
い

〈
わ
け
で
す
が
、
緩
め
こ
れ
ら

事
業
に
対
す
る
務
効
念
は
、
災

擦
に
必
宿
討
を
特
輯
を
は
る
か
に
下

腐
る
た
め
に
、
志
向
同
財
政
魚
川
間

と
な
り
券
常
に
悶
捌
綾
な
現
状
で

す。
祷
効
金
円
相
附
叫
制
裁
揃
閥
、
骨
骨
定

義
準
な
ど
を
該
地
開
ど
お
り
交
付

し
、
十
市
再
超
満
間
負
制
…
舎
な
〈
す

る
よ
う
古
市
議
会
は
、
山
川
期
総
糊
明

大
剛
師
、
・
火
掛
縄
大
臣
、
自
治
大
同
総

裁
‘
鍛
え
常
簡
を
提
出
し
ま
す
。

指
名
捗
加
騒
い
の
腐
出
を

市

-

物

品

購

入

な

ど

昭
和
銀
十
九
年
度
の
我
孫
子

浴
の
島
知
持
枕
す
る
工
事
、
資
財
及

び
特
籾
糸
線
的
勝
入
に
、
入
札
参

加
閣
を
議
機
一
宇
る
ガ
は
、
次
の
と

h
b

り
鶴
間
余
入
札
務
総
資
綴
・
甲
嘘
調

書
を
議
出
し
て
〈
だ
き
い
ゐ

軍
受
付
期
防
総
務
総
十
九
年

二
月
一
日
か
ら
一
一
R

月
一
一
十
八

日
ま
で

wv
縄
問
符
描
噂
諸
問
市
役
所
総
務
部

数
波
紋
絞
約
係

wv
廟
'
醐
開
幾
様
式
建
設
省
及
び

予
措
嬬
摺
階
的
新
統
一
機
式
(
欄
間

交
制
問
織
組
関
係
は
測
量
業
協
会

統
一
線
品
川
〉

工
事
〈
エ
世
帯
淡
ぴ
欄
悩
殺
設
計

測
量
)
と
物
羽
山
〈
時
wn
附
そ
め
抱
)

と
は
、
開
制
品
開
で
後
お
し
て
〈
だ

%、い。お
開
問
い
合
わ
せ
は
、
財
政
終

管
財
問
師
陣
(
八
一
一
ee--
一
一
五
一
山
内

線
二
ハ
〉
九
}
ま
で
。

〈
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
〉

マ
イ
カ
i
を
自
摘
し
ま
し
ょ
う

時
昨
今
的
エ
ネ
・
ル
ギ

i
危
出
向
仁

村
刊
し
、
議
で
は
知
事
を
本
部
長

と
し
た
、
お
泊
附
間
関
対
策
本
裁
い

を
設
蓋
し
、
石
油
酬
の
鉄
総
務
保

等
に
つ
い
て
‘
あ
ら
品
切
る
努
力

を
し
て
い
ま
す
号

そ
こ
で
、
石
抽
出
荷
清
爽
節
約

滋
齢
則
的

U
と
つ
と
し
て
、
特
に

?
イ
カ

i
丹
後
期
者
に
対
L
、

J
や
察
本
然
的
?
イ
カ
1
使
用
滑

空
怒
鳴
開
い
吋
休
聞
に
お
け
る
マ

イ
カ

i
ド
ラ
イ
ブ
の
綴
逮
滋
時
開

へ
の
乗
入
れ
羽
織
L

ぷ
鈎
滋
滋

開
聞
は
時
速
八
十
品
以
下
で
幾
る
い

三
校
進
路
は
詩
情
期
開
出
十
知
的

叫
松
地
制
緩
柑
止
を
守
る
L

等
に
つ
い

て
協
力
を
お
附
聞
い
い
た
し
ま
す
。

中
市
街
般
の
そ
ヂ
ル
逆
行
に
お

い
て
は
‘
時
吋
波
大
ム
γ
却
を
開
閉
十

向
に
威
速
す
る
こ
と
に
よ
り

十
;
二
十
町
市
町
ガ
ソ
リ
ン
が
節

約
き
れ
ま
す
。

ま
た
弓
ス
ピ
ー
ド
を
お
さ
え

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
通
事
紋

防
止
に
も
綴
惨
事
れ
ま
す
。

自
動
車
内
肉
織
に
よ
っ
て
エ

ネ
ル
耳
l
危
機
奇
的
号
き
る
よ

う
ご
協
力
を
お
緩
い
し
ま
す
a

(
千
薬
師
惜
金
一
問
削
附
)
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お
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ど
が
い
ま
す

市
長
・
教
育
授
を
践
ん
で
の

新
繁
盛
談
会
は
、
一
プ
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食
み
な
さ
ん
、
み
け

t

し
て
お
め
で
と
ヲ
ご
ざ
い
ま
す

各
小
学
校
の
代
表
者
で
ゐ
る

み
な
さ
ん
は
‘
タ
ラ
久
肉
中
で

肘
諭
さ
れ
た
こ
と
-
ま
た
、
児

童
会
々
長
め
方
も
い
旬
勺
し
ゅ
、

る
の
で
‘
み
な
さ
ん
め
窓
同
地
ば

か
吃
で
な
〈
、
れ
ω
友
だ
ら
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は
や
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叩
物
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3 
篭
会
み
会
雰
C
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衛
に
人
と
小
さ
い
人
が
お
リ
主
だ

々
し
て
い
ろ
い
ろ
と
ご
滋
“
ぞ
械
げ
る
人
と
泳
げ
な
れ

A
が
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止
令

刊
締
…

r
A
W
緩
M
W
号
令
と
思
い
ゑ
A
'
M
ペ
ヱ
ナ
U
M
↑
町
V
ゐ
と
や
ω
ゆ
り
、
ぞ
い
の
で
寸
0

.，U
山
線
帰
郷
な
〈
れ
ぬ
怨
し
て
い
た
だ
屯
器
保
凋
羽
が
必
拠
と
な
る
わ
け
供
与
交
泌
指
猪
口

弘

一

家

し

よ

う
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寸

。

之

れ

か

ら

ん

み

な

8
ん
の
ふ
捻
勺
て
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‘
一
必
勝
官
僚
側
代
γ
i
ル
め
特
例
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時
の
ユ
と
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す
M
V
，
縁
側
ぞ
川
崎
小

問
令
ゑ
は
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ん
な
然
筏
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が
い
A
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叩

い
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稼

げ

な
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れ
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勺
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叙
稼
思
就
学
後
プ
ー
ル
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・
4
-
Z
2の
み
な
さ
ん
に
お
わ
せ
て

-
殺
討
さ
お
弘
、
広
め
紅
て
い
ま
す
希
貨
を
と
n
v
入
れ
も
初
用
し
ゃ
会

脚
沼
町
宅
復
民
プ
ー
ル
院
大
人
の
標
す
〈
し
て
い
き
た
い
と
?
ヰ

制
d
四
喚
に
為
わ
せ
て
警
て
ゐ
る
の
い
£
て

帳
、
深
〈
令
合
て
い
ま
A
1ぬ

m
刷
会
そ
れ
で
は
、
勉
学
旅

小
概
念
で
ら
b
h
K
慌
の
L
A
~
ふ
い
に
つ
L

で
剣
一
砂
防
胞
が
あ
れ
V

玄

ル
は
れ
に
つ
い
て
は
、
な
る
ぺ

手
後
初
出
遂
参
滋
は

明
知
帆
府
柏
崎
ロ
誌
が
完
成

弱
含
わ
か
吟
乏
し
だ
か

〈
附
十
九
年
仰
は
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子
犯
に
〈
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ん
れ
で
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ふ
た
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勾
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得
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す
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だ
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潟
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和
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今
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舎
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レ
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ザ

k
ζ

ろ
い
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滋
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に
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を
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せ
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合
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が
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憾
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滅
危
よ
勺
と
%
が
つ
い
手
寸
a

み
な
命
家
‘
税
関
係
ど
う
も

ゐ
与
が
と
う
ご
ダ
い
£
し
な
働



す。
兇
策
手
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手
続
き
支
給
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部
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品一時中
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給
を
う
け
る

た
め
に
は
、
市
役
所
民
生
怒
田
平

生
課
へ
間
見
畿
や
山
一
一
級
後
綴
求
世
留

を
提
出
出
し
て
い
た
だ
春
、
官
叩
筏

か
ら
受
給
さ
れ
ま
す
a

す
?
に

支
払
加
を
う
け
て
お
り
.
き
ら
に

対
象
附
路
端
胤
が
ふ
え
る
場
合
は
、

児
素
手
当
務
次
点
品
滋
求
書
を
提

児

盆

手

畿

の

蜘

剛

山

山

し

て

〈

だ

き

い

。

間
見
事
晶
子
当
の
甜
酬
は
、
一
応
人
以
公
務
員
丹
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ

上
的
見
濃
町
う
ち
、
山
山
盆
燃
に
的
所
属
国
設
へ
請
求
惑
を
後
山
闘
し

か
ぞ
え
て
一
一
一
人
回
目
N
M
臨
時
的
問
児
童
続
綴
授
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

で
義
務
教
蜘
開
終
す
鮒
則
的
見
章
一
党
癖
地
点
ナ
翁
は
、
務
官
串
の
笠
尽
か

人
に
つ
き
、
丹
後
三
千
m
門
で
す
。
ら
支
給
事
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

児
童
手
議
H

伸
、
修
年
一
一
阿
丹
、
い
ま
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
は

六
月
、
十
汚
に
前
月
ま
で
持
緩
や
め
に
手
続
き
を
し
て
〈
だ
君

ヶ
月
分
ま
と
め
て
支
位
和
さ
れ
ま
い
。

4 

昭
和
問
問
十
九
挙
協
側
円
か
ら
児

ら
れ
ま
す
移

出
品
盤
手
畿
支
絵
対
象
者

闘
ル
議
必
ず
点
一
一
を
う
け
る
た
め
に

は
、
次
約
一
一
一
つ
の
要
件
を
み
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
緩
で
す
。

ア
、
日
本
国
組
問
で
布
市
内
に
校
品
川

が
あ
る
こ
と
e

イ
、
十
八
滋
末
機
内
児
童
を
三
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以
上
枇
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資
し
て
お
り
、
そ
の

う
ち
一
人
以
上
が
油
執
務
数
脊
終

了
品
劇
的
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あ
る
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労
す
金
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和
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十
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年
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一
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月
ぷ
十
…

設
ま
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和
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十
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閥
月
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に
生
ま
れ
た
先
輩
が

対
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で
す
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児
時
操
業
事
持
品
制
的
蛸
例
年
的
収

入
が
占
出
品
の
組
制
(
昭
和
問
問
十
七

年
的
絞
入
が
扶
養
親
族
主
人
的

務
会
一
一
潟
ス
十
二
万
二
子
五
一
自

m
n
)

以
下
℃
あ
る
こ
と
。

な
お
、
児
畿
や
滋
H
H
各
蹄
憾
の

公
約
年
金
や
児
童
扶
幾
多
滋
な

ど
を
受
け
て
い
る
方
で
も
文
総

き
れ
ま
す
紗

児
童
入
学
祝
金
を

支

給

し

ま

す

お
子
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
家

縫
で
、
第
一
一
一
番

g
以
録
的
処
噛
臓

が
、
ム
小
学
校
へ
入
学
き
れ
ま
す

と
、
問
ル
滋
入
学
祝
金
と
し
て
、

金
一
二
千
問
者
支
給
し
て
わ
ま
し

今
回
は
、
次
め
と
お
り
で
す
。

支
給
対
象
者

ア
党
議
手
点
一
一
を
支
給
寺
れ
て

い
る
児
殺
{
第
一
…
一
子
以
臨
時
的
方
)

の
う
ち
で
、
今
年
的
関
湾
に
小

学
校
へ
入
学
す
る
党
議
(
飽
和

総
十
二
年
辺
見
二
告
か
ら
緩
和

問
問
十
ぷ
年
開
月
一
詰
ま
で
的
関

い
絞
ま
れ
た
カ
)

イ
措
置
噛
悶
殺
が
潟
市
内
に
住
所
を

有
し
て
い
る
こ
と
。

庭
山
副
総
間
関

昭
和
閥
十
九
年
一
月
か
ら
、

何
年
二
月
末
思
ま
で
a

公
務
員
や
三
公
社
で
党
滋
4
T

成
時
対
象
義
的
方
は
、
長
職
場
感

伎
で
支
給
き
れ
て
い
ま
す
e

し

た
が
っ
て
我
孫
子
術
役
援
に
は

登
録
さ
れ
て
お
守
ま
せ
ん
a

し

か
し
、
児
童
入
学
制
棋
会
的
場
合

同M
.

中
市
か
ら
し
支
給
さ
れ
ま
す
の

で
対
象
と
を
っ
て
い
る
方
は
、

児
童
入
学
総
合
総
務
を
市
役
再
開

厚
生
課
ま
で
捻
出
し
て
く
ど
き

母
子
家
経
児
童
入
学
制
概
念
を

炎
航
路
事
れ
た
方
は
、
こ
の
先
歳

入
学
校
余
的
対
象
と
な

9
ま
せ

ん
の
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

〈
燦
ル
車
線
)

母
子
家
寵
児
童
一
に

入
学
視
金
を
支
拾

の
た
び
、
邸
時
子
家
庭
の
児

童
が
ザ
小
学
緩
や
山
中
学
校
へ
入

学
さ
れ
ま
す
と
、
間
川
袋
入
学
制
慌

金
が
士
市
か
ら
支
給
き
れ
ま
す
9

母
子
家
庭
と
は
、
滋
槻
間
務
〈

雌
時
制
附
を
し
て
い
を
い
が
一
帯
爽
ぷ

綴
織
関
係
と
附
問
機
的
事
務
に
あ

る
者
を
脅
か
〉
に
国
持
続
し
た
女

子
で
、
現
謀
総
嗣
制
〈
拙
開
制
州
開
明
治

を
し
て
い
な
い
が
世
帯
災

k
綴
綴

関
係
ξ
間
内
総
的
事
憶
に
あ
る
場

合
も
会
h
w
)

を
し
て
い
な
い
務

及
び
、
次
に
絡
げ
る
家
出
縄
が
該

当
い
た
し
ま
す
。

川W
輯
離
婚
し
た
女
子
で
あ
号
糊
叫
に

併
問
棚
酬
し
て
い
な
い
者

仙
州
制
蜘
槻
刊
品
由
丹
念
死
が
明
ら
か
で

な
い
女
子

川W
配
偶
者
か
ら
液
凝
零
れ
て
い

る
女
子

山
明
録
係
者
が
抽
出
令
に
よ
号
後
糊
側

日
い
採
っ
て
拘
禁
幸
れ
て
い
る

為
そ
の
扶
養
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
な
い
女
子

出
抑
制
出
偶
裁
が
蹴
桝
抽
押
・
身
体
的
問
陣

答
に
よ
り
議
織
に
禅
問
っ
て
労

働
カ
を
失
っ
て
い
る
女
子

川
開
米
制
柑
銅
悩
で
母
と
を
ぬ
ze

一
、
相
執
議

も
掛
時
制
期
金
し
て
い
な
い
女
子

入
学
柑
帆
金
の
党
齢
制
対
象
者

昭
和
四
十
九
年
総
鈍
竺
時
税

骨
慌
に
お
い
て
街
角
に
仲
間
訴
を
有

し
、
級
制
刊
附
間
十
九
年
間
間
月
に
小

学
校
‘
中
学
校
ぷ
入
学
宇
る
次

に
掲
げ
る
描
出
家
が
綴
浅
い
た
し

ま
す
。

ア
料
跡
的
盤
一
縫
を
受
け
て
い
る
滋

手
塚
桝
臓
の
児
家

イ
父
母
の
い
ず
れ
か
の
掛
思
議
も

受
け
る
こ
と
が
令
き
な
い
為

父
母
以
外
の
盤
強
奪
お
に
後
績

を
受
け
て
い
る
母
子
家
磁
的

問州事鳳

ウ
前
山
総
ア
a

イ
に
叫
尚
治
L
、
総

務
同
四
十
九
年
ス
同
月
中
本
門
口
ま
で

に
士
市
長
に
阿
掛
け
織
た
議

エ
入
学
技
金
同
様
は
‘
…
描
仙
波

に
つ
き
五
千
同
支
給
し
ま
す

オ
入
学
制
間
余
的
支
給
終
期
は
、

昭
和
問
問
十
九
年
一
点
月
と
す
る
@

く
わ
し
く
は
、
職
内
定
制
附
惨
敗
摘
臨

ま
で
お
問
問
い
合
わ
せ
〈
だ
暗
い
。

後
滋
八
一
一

i
一
一
五

山
門
綴
一
一
一
ニ
ス

該
誤
報
融
政
鱒
宥
人
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